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八

四
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年
一
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一
月
十
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日

」
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ゴ
ロ 

3
t
n
a
r
t
g
i
l
l

'は

、 

病

弟H
e
n
r
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M
i
l
l

を

F
a
l
m
o
u
t
h
'

に
訪
れ
て
以
來
、
 

此
地
に
滯
在
す
る
こ
ど
約T

ヶ
月
に
垂
んVJ

す
る
。:
是 

れ
ょ
6
先

きM
i
l
l

.は
，、
1

A
ニ
八
年
及
び
同
三
六
年 

の
兩
度
に
拔
擢
さ
-れ
て
，
常
時
來
印
度
會
社
の
文
書
# 

蜜
_
主
席
書
記
の
«
に
あ
つ
た
の
で
、
彼
の
長
則
に
M
 

る
不
在
は
、
栩
當
に
.社
務
に
及
ぼ
す
所
が
あ
つ
た
に
相 

違
な
い
。
果
せ
る
哉
、
四
月
十
日
彼
ば
、朿
印
度
會
«:
ょ 

々
招
致
さ
れ
^
の
で
あ
る
。Caroline 

F
o
x

女
史
の
日

記
に
依
れ
ば
、John 

M
i
l
l

丈
け
は
此
夜
直
ち
に
發
足 

し
て
偸
敦
に
歸
つ
た
が
"
他
の
家
族
は
翌
十|

日 

F
a
l
m
o
u
t
h

を
引
上
-げ
た
の
；で
あ
る
。

F
o
x

女
史
が
，
四
月
十
日
附
の
日
記
に
於
.て

John 

. 

Stuart 

M
i
H

に
關
說
し
た
所
を
左
に
引
用
す
る
。
即
ち

「

：

：

あ

の

不,®
議

な

瑕

銳

い

落

著

い

た

雨

眼

を

通
 

じ
て
、
；眞
现
に
對
す
る
或
閃
き
が
あ
つ
た
。
彼
の
父 

James 

M
i
l
l

の
敎
育
上
に
於
け
る
理
想
は
、
子
供
達
を 

し
てI

事
を
充
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
S
に
あ
つ
た
。
是 

れ
は
、
單
に
心
意
に
對
す
る
好
い
練
習
で
あ
る
の
み
な 

ら

t

又
他
の
_問
谓
に
對
す
る
.彼
等
の
昝
纖
>
.
即
ち
夫 

れ
か
皮
相
淺
雜
で
あ
る

や
否
や
を
批
判
す
る

た
め
の
標 

準
を*

彼
等
の
心
中
に
創
造
す
る
も
の
で
*
る
。James 

M
i
l
l

は
、
子
供
に
取
て
餘
り
黎
為
い
こ
ビ
、
又
は
餘
り 

面
白
い
こ
ビ
を
:»
ネ
な
，か
つ
.た
。
例
へ
ば
梅
の
實
を
子 

供
に
與
へ
る
に
，し
て
も
、
あ
れ
や
こ
れ
や
皮
撰
び
，出
し 

.て
は
な
ら
ぬ
。
若

'1
.容
.ぅ
、す
‘る
，な
£
ば
、
何
時U

政
つ

て
も
子
供
は
何
れ
が
甘
い
か
を
見
分
る
力
を
容
易
く
會 

#:
し
なS

で
あ
ら
う
。

一
體
+
供
に
収
で
、：
技
術
は
會 

得
す
る
に
困
雛
な
こ
^
で
ぁ
る
が
、
人
間
の
一
生
を
通 

じ
て
字
供
の
時
代
猝
物
«
に
噸
職
し
微
る
時
は
な
，い
o 

■ 

人
間
：の〗

生
は
ー
.0
»

鬪
で
.ぁ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に 

人
の
^
-に
は
、
其
子
供
の
曝
代
に
、
與
敢
に
奪
li
l

u

、':

さ

う
じ
て
困
纖
に
打
勝
つ
こ
ミ
を
.敬
込
ま
な
け
れ
ば
な

一
 

ら
ぬ
。
即
ち
此
筆
法
.が
"

1

1の
採
用
し
れ
所
：
 

f

*

w°:
J
o
h
n 

Mill

は
.、
十
八
才
に
滿
た
ヤ
し
て
宗
敎
ー 

犯
を
硏
究
さ
せ
ら
れ
た
。
此
幼
®
に
於
け
る
猛
烈
な
る 

勉
强
法
ば
、
恐
ら
ぐJ

o
h
n

 

§
ロ
ど
_

も

他

人

に

薦

‘
め 

«;
1/
>
で
ぁ
ら
う
。
多
く
60
;
.
,場
.合
其
戴
果
は
、
充
分
擧
が
，一
 

ら
な
い
で
ぁ
レ
う
し
、
又
假
令
其
效
果
が
見
え
^
ど

し

. 

で
も
、
若
い
時
代
の
快
活
さ
は
、
仝
く
旱
熟
の
れ
め
に 

蔽
は
.れ
で
し
ま
ひ
、
さ
う
し
て
若
々
し
い
活
動
も
反
省 

さ
れ
膠
ぢ
に
な
る
。
現
に
J

&

p
日̂
自
身
'で
す
ら
、

か
ト
&
小
_
似
か
1̂
如
っ
れ
/
:リ
ヶ
ッ
t

.

.

.
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於6

途
h

#
ま
せ
る
方
が
宜
し
い』
亡
云
つ
Is
。

:佛
鎭
陌
に
祖
す
る
論
文
に
於
て
、
g
日
は
、
他
の
如 

可
な
る
論
文
に
於
け
る
ょ
り
も
彼
の
性
質
を
着
色
さ
せ 

て
居
る
。
即
ち
佛
關
西
に
於
け
る
.彼
の
見
聞
は
、
'彼
を 

し
て
非
常
に
典
味
を
覺
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
§
«

に 

依
れ
ば
-佛
蘭
西
に
於
け
る
現
時
の
威
情
の
調
子
は
、
®
 

に
®
想
家
の
間
の
み
な
ら
す
、
又
最
も
-#
力
な
る
中
產 

;
階
級
のi

:

に
於
け
る1

大
進
歩
■
變
化
を
指
示
し
て
居 

::

る
。
,彼
等
の
到
達
し
た
點
は
、
I善
で
あ
り
眞
で
あ
り
不 

易
で
あ
る
所
の
>
を
を
熱
心
に
追
求
す
る
に
在
る
。
彼 

:

等
の
最
初
の
意
見
"
f

彼
等
：が
単
に
傅
統
ミ
偏
晃
€
, 

ょ
6
の
み
吸
收
し
た
も
の
は
、
今
や
彼
等
の
拋
棄
す
る 

所
ど
な
り
、
さ
ぅ
し
て
彼
等
の
心
意
は
熱
心
に
眞
理
へ 

^:
向
け
ら
れ
て
居
る
。
典

和

議

は

、
■
令
人
は
向
治 

の
命
令
を
信
申
て
ぅ
她
寒
的
原
.理
に
於
て
11
1
常
で
あ
る 

g
す
る
も
、
夫
れ
は
未
來
永
劫
佛
國
人
に
適
*
す
る
も

グ
.ス
女
，史
ミ
ク
自

v

•ス
サ
3U
ア
ー
ト
。
ミ
/y
-
第
?1
.酿

ニ

5



贫
十
七
怨(

七
九
八)

雜

錄

ヵ

ロ

リ

ゾ

フ̂
介
^
グ
ス
女
史
ミ
ク
琏
ン
^
ス
チ
エ
ア
一
ト
^
ミ
^

第
玉
雜

の
で
は
.な
か
ら
ぅ
。
今
佛
國
人
は
指
導
者
に
從
は
ね
ば 

な
ら
ぬ
ど
す
れ
ば
、
，爾
擧
に
基
づ
く
王
政(elective 

m
o
n
a
r
c
h
y
)

こ
そ
’
將
來
^
於
け
る
政
體
で
あ
ら
ぅ
。

一.體
佛
國
人
は

"
多
く
人
間
を
蟹
む
が
、
英
國
人
は
事

物
を
望
む
。
故
に
英
國
に
於
て
は
、
何
等
.か
.著
し
い
進 

步
が
認
め
ら
れ
る
前
に
心
意
的
擴
大BeDtal 

enlar

gement) 

て
ぅ
方
法
に
於
て
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
こ
ミ
が
多
い
。C

h
a
r
l
e
s

ザ
世
時
代
の
英
國
ど
、
革 

命
以
前
の
佛
國
を
は
-
多 

同
ニ
の
*
態
に
ぁ
つ
た
り 

然
る
祀
佛
國
人
は
、
彼
等
自
身
の
信
仰
の
確
實
性
を
信 

じ
れ
の
.で
、
他
人
を
賢
め
る
保
■

が

ぁ

る

も

の

ど

思

：
つ 

た
。
之
に
反
し
て
英
國
人
は
，
■
か
に
信
ず
る
所
が
な 

い
か
ら
、.
敢
え
て
意
見
の
相
遂
を
責
め
る
z W

が
出
來
’ 

な
い
。
：Ca

r
l
y
l
e

の
言
葉
を
借
用
す
れ
.ば
、『

自
己
の
策 

子
を
食
ふ
以
上
に
黛
む』

入
は
V
皆

彼

が

成

就

す

^

き 

大
戰
學
を
有
す
る
^
考
へ
る
。
そ
こ
で
或
者
は
、
«
闘 

を
繼
續
す
る
よ
&
も
寧
ろ
夫
れ
に
倒
れ
る
。
.
3
う
し
て
.

一
二
六

彼
等
の
正
義
の
觀
念
搞
バ
如
何
に
も
彼
等
を
導
い
て
自 

I
己
非
雛
に
赴
か
せ
る"
.#-
人
S
雖
も
、
若
し
待
つ
て
聽 

.
き
さ
へ
す
れ
ば
、
彼
肖
#

の
胸
裡
の
神
殿
に
於
て
間
遨 

ひ
な
き
指
導
を
有
す
る
も
の'で
あ
る
◊そ
こ
で
成
者
は
、 

I
:

長
い
間
不
安
の
狀
態
を
繼
續
す
る
け
れ
ど
、
其
不
安
の 

:;
狀
態
が
、
肉
體
上
の
疾
患
の
場
合
を
除
い
て
、
終
局
ま 

U

で
繼
續
す
る
こ
ミ
は
特
有
で
あ
る
。
此a
に
於
て
賢
友 

™
若
く
は
書
物
が
"
夫
れ
を
熱
心
に
探
求
す
る
人
に
對
し 

j

て
、
眞
理
を
解
き
明
か
す
に
不
思
議
な
、
又
偷
快
な
效 

,
果
や
"
明
確
な
る
信
仰
や
、
平
和
な
る
良
心
等
を
往
 々

，
齎
ら
す
も
の
で
あ
る
。
此
過
程
に
依
て
各
人
は
、
眞
.现 

に
對
す
る
別
異
の
見
地
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
何
人

'
ど
雖
も
、
完
全
に̂
wi
を
知
る
も
の
で
は
な
い
。
否
、

\ 

... 

.
- 

: 

.

.

.

.

.

地
球
ど
時
間
t
に
束
縛
さ
れ
る
限
り
、
人
は
完
全
な
る 

眞
理
を
知
る
こ
ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

.

次
は
米
國
の
問
題
で
あ
る
。

Mill

.は
、
米
國
に
於
て 

,共
和
政
體
の
實
驗
が
試
み
ら
れ
て
居
る
こ
ど
を
感
謝
し

T
e -
る
。
併
し
失
れ
は
、
失
敗
で
3)
.
る

。

ざ

ぅ

，レ

て

永
 

久
に
，失
敗
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
^
云
ふ
に
典
和
政 

體
の
場
合
に
は
、
常
に
鄯
物
を
適
常
の
顺
序
に
整
頓
す 

る
に
必
要
で
あ
る
所
の
ニ
個
の
對
抗
力
、
即
ち
政
府
ど 

輿

論

^

が

缺

け

る

か

'

ら
セ
あ
る
。
米
國
は
輿
論
丈
け
に 

從
ふ
。
さ
ぅ
し
て
.米
，國
に
於
け
る
輿
論
は
、
性
格
：の
.
1 

特
殊
的
典
型(

即
ち
大
統
領)

に
養
成
し
て
決
定
す
る
の
一 

で
あ
る
か
ら
、
總
て
、が
輿
論
へ
0
接
近
を
目
的
S
し
、

_ 

又
其
結
果
は
大
な
る
同
一
.さ
艺
S
ふ
ご
も
に
な
る
。
双

|

' 

ぐ
て
米
國
に
は
"
其
過
程
に
：於
て
、
凡
俗
に
所
謂
媒
制|_ 

ビ
同
鐵
な
こw

が
行
は
れ
を
。
是
等
ニ
個
の
*
抗
的
原 

動
力
‘

(

即
ち
輿
論W

#

制)

:は
、
國
家
の
福
祉
に
取
て 

it
t
耍
な
も
の
で
あ
る
。
若
し
何
れ
か
^
優
勢
な
も
の
S 

'
— 

な
れ
ば
，
夫
れ
は
、
總
て
の
我
檄
な
、
抑
制
さ
れ
な
い
、

一
 

增
長
し
，た
人
間
^
同
樣
に
、
甚
だ
厄
介
，な
も
の
S
な 

る
。::
夫
れ
が
過
度
^
存
在
す
る
時
は
、
其
性
質
をI

變 

し
て
、.善
が
藤
ヒ
な
る
？
，
;

，第

十

七

盤

(

七
九
九)

雜

;
錄

力
：：

9
シ
>
フ
す
义
ク

死
刑
に
對
し
て
M

B
は
'
反
對
者
で
め
る
。
さ
>
> 

し

てC
a
r
l
y
l
e
^

同
じ
く
、
人
を
以
て
な
し
#
る
最
惡 

の
事
は
，
人
の
首
，を
絞
ふ
こVJ
で

あ

る■«
!
:
考

へ

て

居

る
0
し
;
：
.

此
2
偷
敦
へ
出
立
す
，る
に
先
立
つ
て
ロ
謹€ 

Clara Mill

ビ
は
、He

n
r
y

の
慕
參
に
赴
い
た
。
因
にI 

H

荖I

の
裳
石
に
は
、
何
等0
頌
詞
も
な
く
、一
字
の 

挪
文
も
な
い
。
唯
だ『

へ
ン
グ
ー
ノ
三\

、亭
年
十
九』

ビ 

®
si
し
て
.あ
■る
丈
け
.で
あ
，る
：
。
.

：豫
ね
てJ.

Co
. Mi

d

力 

私
に
約
來
し
た
所
の
芳
香
の
暦
は
、
，左
の
如
く
作
製さ
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0

r
^
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鐵
s
a
; 

U

-

?> 
へ
 

0

S

s
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s
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a
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J.S. 

®

I
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'

| 

Carolfne 

F
o
x

 

外
！̂
夕

l

l

l

l

l

>

CUBingh a
m

がJ. 
i 

s. 

M
i
l

の
#
像
を
見
せ
た
が、 

大
變
奇
麗
で
ぁ
っ
た
。
：其
理
想
的
の
頭
は
"
如
何
に
も 

煳
忍
的
理.想
を
以
て
膨
脹
し
、»
闕
は
"

頗
る
優
雅
に 

出
來
上
っ
て
语
た

』

。(Memories o
f

o
i
d Friends, 

j 

edited by; Horace N. pym, 

1882、
pp. 85-88) 

'
'
四
月
十R
附
の
日
記
に
於
て
ぎ
女
史
が
，、

J'g. 

I

に
關
說
し
た
所
はS
:以
上
に
盡
る
が
、
其
後
®
ら 

く
即
ち
四
月
一

j
十
六
日
迄
、
女
史
の
日
記
中
に
g
日
に 

關
ず
る
記
述
は
.な
い
の
で
め
名
。

- 

少
. 

. 

_ 

.
:
'
.
' 

.
 
I
 

.

:

次

^
四
月
ニ
十
六
日
記
の2:記
：に
は.、
^
0ぺ
女
史
：
 

は
、，
兄-Robert Barclay 

へ
宛
た John Stuart Mill

の
長
い
平
紙
を
引
用
し
て
あ
る
。

1

其
手
紙
は
、
，四
月
十 

六
日
附
に
て
朿
印
度
#
，社
ょ
レ
差
出
さ
れ
た
も
の
で
あ 

る 
b:：-WJ
ち

.

_「

私
0
親
愛
な
る
友
.、一

貴

君

は

，私
に
斯
る
同
锻
の 

形
式
を
刖
ふ
る

の
を
あ
許
じ
下
さ
る
か
何
ぅ
か
|

吾 

々
.は 

> 貴
恶
の
深
切
な
同
情
>
の
：
る

書

信

を

頂

：
い
て
‘
大

變 

偷
快
で
し
た
。
吾
々
を
後
に
®
し
て
去
つ
^
彼
.

(
H
e
n
r
y

 

匿

〕

’
に
就
て
は
、
；旣
に
私
が
-s-し
た
辦
以
上 
に
何
が 

由
す
の
ば
：、
無
駄
で
す
？
彼
の
：赴
い
た
所
へ
は
、
吾
々
一 

も
辟
な
く
行
か
な
け
れば
な
ら
な
い
の
で
す
。
彼
に
就
，
一 

て
考
へ
る
こ 

<
は
>現
在
此
處
に
在
る
の
で
、將
來
も
亦 

典
處
に
祐
る
で
せ
ぅ
。而
し
て
餘
レ
早
く倒
れ
た
者
の 

記
憶
は
，
残
存
者
に
取
：て
：ょ
> >
深
い
、
若

ぐ

は

有
 

益
な
印
象
を
錢
す
底
の
如
き
も
の
で
.あ
る
こ
ヾ」

が
、
先

:

;;'
I

 

-

 

'

 

. 

/ 
.

第
十
七
卷(

A
o
i
.

)

雜

鼢

：

力
d

r
フ
オ
ぞ v

づ
な
い
ミ
申
し
て
差
支
へ
ぁ̂

v

ま
せ
ん
。
斯
の
如
き
出 

'■
來
事
が
呼
び
起
ず
樣
々
の
厳Mな
感
情
の
中
に
は、
®

::

々
に
最
も
印
象
を
與
：へ
Iる
或
物
、
即
ち
何
人
で
も
彼
自
，
 

身

0
ょ
り
特
殊
的
指
導
の
：た
め
引
出
す
或
敎
訓
が
'
常」 

r
に
ぁ
る
も
の
で
す
。
即
^!
私
に
取
て
其
敎
訓
は
、『

今
日 
W

云
ふ
日
に
働
け
、今
に
働
け
な
い
夜
が
來
る』

(
w
o
r
k

 
while 

it 

iV called 

to-day ; 

the 

night 

c
o
m
e
t
h

 

in 

, 

w
h
i
c
h

 

n
o

 

m
a
n

 

c
a
n

 

w
o
r
k
.
)

を
锻
ふ
の
で
す
。
人
次 

誰

で

も

"
彼

が

|

生
.の
友
ど
し
て
連
立
つ
の
み
な
ら
ず
、 

又
死
後
に
於
け
る
後
繼
者
^
し
て
殘
さ
ぅ
S
希
望
し
て
：
 

^
居
た
所
の
或
人
を
失
：ふ
迄
？
先
づ
ー
生
の
短
く
し
て
不
’ 

安
な
る
こ
マ」

に
就
て
、
常
©
に
云
は
れ
る
總
て
の
眞
理 

ぐ」

、
意
義V」

を
充
分
に
’感
知
し
て
居
な
い
も
の
で
す
り 

抑
も
な
す
可
&
總
て
の
仕
事
を
有
す
る
A
は
、
努
力
し 

て
居
る
の
は
、
.何
故
で
ぁ
る
か
、
且
私
が
、
私
の
仕
事 

.
のI

部
分
を
仕
遂
げ
て
、
幾
分
か
で
もC

a
r
l
y
l
e

の
常 

用
語
の
如
く
、『

私
の
使
命
を
傅
へ
た』

人
に
は
'
誰
で

V-
ス
女
史€
グ
3
 X

。
ズ
チ
ユ
，ァ
1
ト
，
ミ
少
第
五
球

 

ヤ
ニ
九
、



^

€

珍

豪
-

靖
^

^

防
錄
十
七
卷(

八

.9
1

)

雜

錄

ヵ

w
”
v
*
プ
女
少
グ
ス
女
史
と
ク
Et
ソ
aス
チ
J
f
r
l
l'
o 

J

笫

五

酿

S

Q

場
合
に
、
■最
大
の
偸
理
/

/J

最
小
の
偷
理
，

/J

を
包
含
す
る 

も
の
で
す
。
夫
れ
は
斯
う
で
す
、
，

—

•『

能
力
さ
外
的
狀 

態
ミ
を
正
し
く
考
き
レ
わ
、
か

妗

ト

レ

き

彫

. 

.事
を
見
出
す
迄
、
き

か

b

A
。
於
い 

な
せ』

(

H
M
y 

thyself imweariedly 

0 

庄
§
 Sndest 

the 

highest 

thing 

^
o
c 

art 

capable 

of 

doino- 

faculties 

an
d outward, 

ciscumstances

cre
i
n
g

cr
o
ttr
4
.

: 

duly 

considered, 

and 

then 

D
o

 

it.) 

v 

_

貴
君
が
嘗
て
私
の
0
0

に
就
て
_
さ
れ
/2
ご
ビ
を
繰 

返
^
れ
る
の
は
、
大
變
深
切
で
す
0.
古
ぃ
定
期
列
行
物 

の
賣
殘
り
の
赠
物
な
ざ
は
ヽ
何
う
し
た
つ
て
あ
ん
^
に 

丁
寧
な
感
謝
.

Q

言
葉
を
喚
起
す
こ
.)
£
の
出
來
る
も
の
で
. 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
且
又
私
は
、
貴
君
に
多
か
れ
少
か
れ 

其
閱
讀
を
期
待
す
る
へ
/
J正
直
に
_
す
に
し
て
も
> 
典
結 

果
は
、
夫
れ
に
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
先
づ 

反
對
の
感
情
を
抱
か
れ
た〜

ご
/

」

で
せ
う
。
之
に
關
す
る 

私
の
主
情
は
斯
ぅ
で
す
。
I

貴

君

は

.®
執
筆
者
に
.就

も
恥
儘
に
し
て
置
い
た
の
は
、
何
故
で
め
る
か
、
是
れ 

を
推
測
す
る
だ
に
、
菩
々
の
智
慧
の
遠
く
及
ば
ぬ
所
で 

あ
り
ま
す
0

併
し
若
し
も
此
中
に
何
等
か
§1

的
が
あ
る 

ぐ

」

す
れ
ば
、
興
目
的
は
、
唯
だ
彼
の
被
り
の
生
涯
が
、 

典
無
爲
の
儘
に
て
な
さ

れ
る
ょ
ら
も
、
遙
か
に
有
用
に 

な
3

れ
得
る
場
合
^

於
て
の
み
>
:達
成
？
れ
得
る
や
ぅ 

に
思
は
れ
ま
す
。
少
な
く
マj
も
菩
々
0

知
つ
て
居
る
こ 

皮
は
、
彼
の
如
く
吾
々
も
あ
る
典
日
に
は
'、

，
全

生

；
涯

は 

唯
：

U
1

日
€

し
て
の
み
現
は
ル
、
而
も
菩
々
に
取
て
は 

如
何
な
る
瞬
間
の
唯
；ー；の
問
題
も
、『

其
日
は
浪
費
さ
れ 

た
か』

：ビ
云
ふ
に
識
6

Z

ど
で
，せ
ぅ
。'
勿
論
，
如
何
に 

短

い

時

で

も

幸
;¥
^

道
1

的
善
ぶ
レ

の
源
®

マ

」

な
る
人 

は
、
假
令
典
源
泉
か
極
め
：て
狭
い
範
fi
l
lに
限
ら
れ
て
©: 

て
も
、
彼
の
凝
り
の
法
涯
を
浪
费
す
る
も
の
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。
併
し
茲
に
唯
ー
の
平
明
な
る
人
生
の
粗
則
が 

あ
6

ま
す
。
夫
れ
は
、
永
久
に
人
生
を
柬
純
I

、
凡
ゆ 

る
信
條
の
戀
化
に
關
係
な
<
、
又
興
信
條
を
解
釋
す
る

,て
.
®き
れ
？
う
で
す
。
：»
し

.T
,s.
_
,t'
0'
;
# へ
に 

f
e
t 

，
貴
：君
め
威
情
を
利
斷
す
れ
ば
、
'彼
等
執
筆
者
0

*
い
^: 

.成
物
に
：注
因
し
て
、.
彼
等
：が
如
何
な
ろ
a
®
の
人
物
で 

.あ
る
.か
を
想
像
す
る
.
?
の
出
來
る
の
は
、
1
々

貴
君 

,
.
i取
て
愉
伙
で
あ
ら
う
4、

」

^
ひ
^
す
。
私
，
#
の
論
文 

:

:に
關
げ
る
限
り
、
稀
れ
：で
’は
あ
る
が
時
マ」

し
て
、
私
は 

1
U
W哩
も
隔
つ
る
友
達
き
談
話
.
を

交

へ

.
て

居

る

の

で

あ
 

:

る
か
も
知
れ
な
い
ミ
考
へ
て
、
顧
る
'勝
手
な
愉
快
も
实 

.處
に
在
る
の
で
す
。
 

.

,:;
:
:著
々
-
ボ
著
述
者
は
、
取
：に
吾
々
の
最
善
，の
姐
想
の 

み
な
：ら
ず
、
吾
々
：の
最
善
：：の
：感
情
を
も
吾
々
の
論
文

中
；. 

M:
注
入
し
勝
ち
で
す
.
否
、
少
な
く>
/
v
も
若
し
事
物
が 

吾
々
の
中
に
あ
る
な
ら

ば

、

他
の
如
.，何
な
る
藥
を
以
て 

す
る
も
、
完
全
に
若
く
は̂]
白
に
：か
わ|
い
.
いI

で 

せ

う

：
故
に
何
ん
で
：
も
眞
に
好

ま
れ
や
う
ざ
欲
す
る
$ 

に
、

何
人
で
も
賞
*
を
博
さ
う
ビM.ふ
の
は、
« 

く
®
い
時
に
限
り̂す
が.

_

吾
.々

の
論
，文
が
、
吾
々

-

知

ら

れ

る

办
は 

V

.

f々

吾
.々
に
取

笫
十
七
泡C

八
0
3

)

雜

錄

*CH 

-̂6
-91̂

、

レ

.て
科
益
で
す
。

私
の
.是
等
特
殊
的
論
文
.

^
於
て
、
何
等
か
永
久
的
僧 

¥

に
劉
す
る
ロ
實
を
有
す
る
も
の
は
、
«

.て
、
貴
君
 々

倫
敦
に
居
ら
れ
る
调
に
、i

册
の
小
本
に
取
纒
め
ら
れ 

る
で
せ
う
。
而
し
て
私
は
、
貴
哲
に
對
し
て
最
も
偸
快
，
 

;.
に
夫
れ
を
捧
げ
ま
せ
う
。
®
り
の
論
文
は
、
專
ら
政
論 

で
あ
つ
て
、
何
人
に
取
て
も
今
は
殆
ん
ダ」

.價
値
が
あ
卜 

ま
せ
ん
が
、」

夫
等
の
論
文
に
於
て
私
は
、
多
大
の
苦
心
：
 

を
以
.て
現
時
の
人
々
を
.
'所
謂
—

^

Radical 

p
a
r
t
y
)

へ
引
入
れ
や
う
e
試
み
ま
し
た
。
併 

し
.見

事

に

失

敗

し

ま

，
し
.

ね
。'_

即
ち
夫
等
の
ひ
.か
、
b 

び
た
骨
を
生
か
せ
る
/

VJ.

ビ

が
出
來
ま
せ
ん
で
し
Z 

V勿 

論
"
，多
く
の
失
敗
の
中
に
は
、
碯
か
に
成
功
し
re
'の
も 

あ
り
ま
す
。
其
唯
一
，の
實
例
は
、
斯
5
常
に
云
は
れ
#
 

る
限
う
、
私
が
B
u
r
h
a
m
w

Jr
s

た
€
云
ふ
こ
ど
で
. 

.し
て
、
私
は
夫
れ
を
知
.つ
て
幾
分
滿
.足
す
る
所
が
あ
ら

V
や
フ
方
y
ク.

K

女
史
'
r
vデ

ヨ

ス

チ

^
ァ

！
ト
.

，
ミ.
レ

蜜
铖

ロ



第
十
七
卷

ま
す
。
現

に

D
u
r
h
a
m

卿
包
身
は
、
大
變
私
に
感
謝
' 

し
て
斯
う
电
し
ま
し
たT

余(
D
u
;
a
m

卿)

が
加
奈
陀 

ょ
技

蹄
國

し

て

受
け

だ

歡
迎
は
、
.抑
も
何
に
起
因
す
る 

か
S
云
へ
ば
"
夬
れ
は
最
近
公
表
3
れ
た
貴
下
：a.

 S.

1

-
の
論
文
以
外
に
«
も
知
ち
ま
せ
ん』

ミ
。
若
し 

費
君
が
其
論
文
を
：お
誠
み
に
な
れ
ぱ「

文
^;
に

於

て

其

，
 

樣
ぱ
陳
述
を
支
持
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
疑
は
れ 

る
で
■せ
う
。
併
し
其
公
表
當
時
は
萬
*'
斯
う
で
じ
た
:0
: 

總

て

の

人

が

、D
u
r
h
a
m
p

に
反
對
0
や
う
に
恩
は
れ 

て
、
何
人
も
敢
え
て
卿
の
^
め
に
一
言
す
ら
辯
じ
な
か 

り
れ
の
で
す
。
從
來
彼
に
盛
に
阿
な
諂
つ
で
居
た
其
入 

々
す
s

>——

勿
論
私
は
あ
し
て
遐
從
し
ま
せ
ん
で
し\ 

た

が

^

~

込

ん

で

し

ま

う

か

、
‘
若

く

は

ホ

V

の
御
座 

な
り
の
辯
解
を
す
る
位
が
關
の
山
で
し
た
。：
併
し
私
の 

を
：以
て
す
れ
ば
夫
れ
は
、

ら
で
は
な
く
し 

て
政
治
學
の
原
則
上
常
に
考
へ
及
'ば
な
か
つ
た
、
め 

S

被
等
は
、
彼
等
■©
•l
て
猢
待
し
な
か
つ
た
偶
發
の

I

三
ニ

出
來
事
に
不
意
打
ち
を
喰
は
さ
れ
、
而
も
彼
等
の
支
持 

す
可
ら
ざ
る
或
事
に
關
係
す
る
の
を
恐
れ
て
し
ま
つ
た 

の
で
す
。
若
し
是
れ
が
進
行
し
た
な
ら
ば
、
輿
論
は
非
：
 

■常
に
强
く
卿
に
反
、'對
し
て
、
遂

に

はD
u
r
h
a
m

卿
及 

び

o
ぼ
^
なB

u
U
e
r

共
著
の
立
派
な
報
带
書
も
、
殆
ん 

ど
事
態
を
動
か
す
こ
^
が
出
來
な
か
つ
た
で
せ
ぅ
。
即 

ち
其
問
題
に
對
す
る

意
見
ど
知
識
マ」

を
說
叨
し
得
る
或 

.者
が
"
，
，
其

危

急

の

場

合

に

挑

.

戰
し
、
單
な
6
釋
放
の
代 

り
に
卿
の
た
め
に
名
#
ご
光
榮
e
を
斷
乎
S
し
て
要
求 

し
、
卿
に
賛
し
て
一
の
索
制
述
動
を
な
し
、
卿
に
聲
镔 

せ
ん
ビ
欲
す
る
人
々
を
激
勵
丨
、
以
て
人
心
を
し
て
其 

問
題
に
疑
を
掛
け
さ
せ
Iて
置
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
恐 

ら
C
卿
は
見
捨
て
ら
れ
た
人VJ

な

つ

た

で

せ

，
フ
。

而

も
 

私
を
除
い
て
之
に
當
る
者
は
へ
先
づ
な
か
つ
た
ら
し
い
。
 

执
て
私
が
桃
戰
し
て
三
四
ヶ
月
を
經
る
ビ
、D

u
r
h
a
m

 

卿
の
報
4
1-
1
镩
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
此
時
に
始
め
て
世 

人
榀
、
私
の
疋
し
か
っ
た
こ
と
を
ロ
に
し
ま
し
ね
。

(

八
〇
四
> 

r雜

錄

カ

ロ
 

9ゾ
*フ
オ
少
グ
ス
女
史
^
クm 

x
fス
チ
工
ア
ー
ト

第

茧

鱗

:

是
れ
：は
、
私
が
人
物
評
論
を
試
み
れ
以
來
、
私
自
身 

成
功
し
た
^
斷
言
し
#
る
僅
か
三
論
文
の
.

I

で
す
。：
第 

.*
—■'l

め
成
功
は
、O

a
r
l
y
l
e

の『

佛
蘭
西
革
命
史』

"の
成
功 

を
大
い
に
速
め
た)

」

ビ

に

あ

り

ま

す

。
：
，
彼

の

著

'

齊
は
、 

世
人
の
大
多
数
に
取
て
頗
る
.未
知
の
乙

マ

」

に
«
し
、
又 

甚
だ
雛
解
の
も
の
で
し
た
か
ら
、
果
し
て
夫
れ
が
成
功
：
 

す
る
か
杏
か
は
、

一
に
般
子
の
«
向
に
依
存
し
て
居
る 

や
ぅ
に
思
は
れ
ま
し
れ
そ
こ
で
私
は
、
最
初
に
：評
論 

iL
、':
:
眞

先

き

に

喇

H

を
吹
さ
、
>最
高
の
天
才
た
る
榮
譽 

を
與
ふ
可
し
^
論
じ
て
、
，氣
早
に
非
雛
す
る
へ
/
ボ
枇
評 

.家
を
驚
か
し
、
公
平
に
取
*
は
？
せ
、
斯
く
て
其
著
の 

成
功
を
確
實
に
し
ま
し
た
，0 

私
の
第
三
の
成
功
は
s " 

G
u
i
z
o
t

が
大
m
心
想
家
.で
あ
, 

ら
' 
大
著
述
家
で
あ
る
次
：第
を
、
世
人
の
耳
に
響
か
せ 

;

れ
こ
ビ
で
す
。
其
結
架
遂
に
，
人
は
、
次

散

く

に 

G
u
i
z
o
t

の
著
作
を
讀
む
や
ぅ
に
な
り
ま
し
た
。
併
し
私 

が
な
ぐ
ぞ
も
、
英
國
人
は
0
6.
2
:
0

「

を
«
む
や
ぅ
に
な

赏
十
^
卷

(

八
o
五)

莉
.
,錄

：

*
ロ
'
ンo

フ
方
少

る

で

あ

ら

ぅ

ビ

は

、
I私

に

信

じ

ら

^

ま

せ

ん

。

.以
上
が
、
私
の
_

轉

ど

.評

論

ど

よ

り

得

た

總

て

の

世
 

;
界
に
關
す
る
完
全
な
記
^
で
あ
る
ご
思
ひ
ま
す
ノ 

、

'
何
卒
私
の
手
紙
に
於
け
る
自
慢
を
あ
宥
し
下
さ
い
。

I 

.

. 

_ ,
..

.私
は
、
貴
君
の
御
家
族W

私
ど
の
交
際
し
た
數
週
間
に 

於
て
な
し
れ
程
に
多
く
、
今
迄
に
.於
け
る
私
自
身
を
申 

上
げ
れ
こ
^
は
、
本
當
に
他
に
思
ひ
當
り
ま
せ
ん
。
併 

し
夫
れ
は
、
よ
も
や
私
の
缺if w

申
さ
れ
^
す
ま
い
。 

何
故
な
ら
多
く
の
人
は
非
常
^
遠
處
し
て
居
る
も
の 

尤
，
私
は
考
へ
ま
す
し
、
ヌ
.
私

は

、

今

度

貴

君

に

^
會
 

;

ひ
す
る
場
合
に
於
け
る
非
常
に
重
々
し
い
所
を
變
じ 

て
' 
私
の
會
話
に
於
て"

過

日

御

.®
談
致
し
た
時
に
比 

し
て
，
-—

p
<
e
r
t
®
師
の
#
し
た
如
く —

よ
い
哈 

觀
的
、
よ
り
非
主
觀
的
た
ち
し
め
る
や
ぅ
に
致
し
た
か 

ら
で
.す
。.

:

:

親
.友 

J#.
s
. Mi

n
.」

 

o
b
l
d
,

で p, 

0
0
.
0
6

•ス
女
史w

ジ
日
ソ*

ス
チ

ユ
ァ
ー
ト

*
ミ
^;

第
五
號 

5
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第

十

志.

(

八
0
六〕

雜

錄

カ

ロ
-

V
 

W

.

U
女

史I

ヨ
ン
；

チ
5

<s ； *しデ」

•，
你
ほ
右
の
手
紙
が
，.、一

九
.

】

〇
年

ffi
u
g
h

 

S. 

R. 

Eiiiot

氏
の
編
®
せ
る
ニ
卷
の
.

「

ミ
ル
書
翰
集」

(
L
e
t
l

 

of John 

Stuart 

§1
1

)

中
ょ
り
取
除
か
れ
|2
乙
^
は
、
 

r
者
.
.
^
E
K
o
t

氏
か
其
序
文
中
に
.斷
つ
て
居
る
。(Lettejrs 

of J
o
h
n

 Stuart 

M
a
, 

edit, 
b
y

 H
u
g
h

 s. 

R. Elliot, 

19 I
P
V
O
L

 

I Preface, P
.
V
L

-/
■ 

.

.十

■

•
F
o
x

ノ
女
史
0
日
記
は
、
4?
び
啊
ら
ぐJ. 

s
.

'g
l
iに 

關
說
し
た
F
が
な
い
.。
併
し
翌
a£
.
月

十

九

日

附

の

日

記
 

は
、
倫
敦V」

書
い
て
あ
る
所
ょ
N
見
れ
■ば
、
旣
に
女
皮 

は
、
倫
敦
を
訪
れ
•た
も
の
で
あ
る
f
此
&
の
日
記
に
依 

て
？
^
史
は
自
。目
5
纪

1

^
崇
拜
者
に
0
&
菩
熱 

:

:を
傷
ら
れ
た
所
へ
、
彼
の「

麓

主

義

論

し

0
げ
|

§
,

00
3
Sに
刺
戟
さ
れ
^
も
0
炉
ら
、
偶
々
偷
敦
に
開
か
れ 

た
被
の「

英
雜
•
拜
論J

、Heroes'and H
e
r
o
-
W
o
r
s
h
i
p
)
.

:

,

の
講
義
：：へ
出
席
す
る
た
め
，
に
'偸
敦
へ
出
而
い
た
も
の
皮 

考
へ
&
:れ
'る
。
此
講
義
ね

E
d

ボrd street

0
®
堂

で.

_

@

|夫
人
の
風
變
り
な
織
を
ニ
三
話
し
.た
が
、
：是
れ 

ぞ
、Sidney 

s
m
i
t
h
0

洒
落 

f
G
r
o
t
e
s
q
u
e
l
(

.
な)

ま

25
::ふ
語
の
起
«
で
*
:る
.：9.
夫
れ
ょ
り
穑
々
な 

B
e
n
t
h
a
m

の
胸
像
を
見
て
話
し
た
が
、
へJohn M

i
H

は
、 

『

誰
で
も
私
の
而
前
でB

e
n
t
h
a
m

の
意
見
を
論
讓
す
る 

•
時
聊
か
も
差
控
へ
.ろ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん』

^
云0

た 

.

.が
，
：如
何
に
も
彼
の
評
論
は
是
：れ
を
證
ff
l
し
T
居
る
y
!

• 

'
M
n
l

の
t
eは
，
私
達
に
'
:
2
^
&
|
の
愛
好
し
た
紅
；
 ̂

^
を
出
し
た」

:
;

次
にF

o
x
:

女
史
等
は
、：Joh

n M
i
l
l

の
案
內
でH

y
d
e

 

P
a
r
k

を
散
步
し
た
？
其
途
次M
m

 

.はJ
o
h
n

 SterH

砰 

に
就
て
語
つ
た
が
、
興
要
#
は
左
0
如
<
で
あ
る
。

「

若

き

：時

代

の

J
.&
*
以S
t
e
r
l
i
n
g

は
、
婦
人
の
心
情
に 

於
げ
る
總
て
の
美
は
し
き
特
性
)£
優
雅
€
の
所
有
考
で 

:'
あ
つ
^
が
，
遂
^
彼
は
、
_

の
な
ず
可
き
仕
事
あ
る
に 

.

:

.氣
付
ヤ
た
ド
，而
し
て
彼
は
、
：熟
芯
に
其
本
質
を
確
め
る 

に
努
、め
れ
が
、
長
ぃ
間
其
結
朵
は
：求
め
ら
れ
：な
か
っ

一H

四

開
か
れ
た
も
の.で
あ
る
。
女
史
は
、

j. s. 

M

e
の
妹 

Harriet

を
伴
つ
て
出
席
し
た
。«
席
上Harriet

の
紹 

介
で
女
史
は
、Carlyle、

夫
人
に
而
會
し
た
。
女
史
の 

叙
せ
る
«
義
の
權
樣
な
ぞ.、
今
は
«
略
す
る
。

講
親
を
終
つ
て
、F

o
x
:

女
®
等
は
、Kensington 

. 

S
q
u
a
r
e

の

S

I

の

住

家

べ

戾

づ

た

。

丁

度

M
i
H

は
、 

食
事
中
で
あ
つ
た
。
其
邊
で
女
史
は
、
小
さ
い
庭
を
散 

步
す
る
：ど
、
n

f

の
愛
好
し
たF

a
l
m

o.u
t
l
l

の
«
勿
’ 

:tH
e
n
r
y
.

の
做
人
掌
や
？
其
他
可
愛
ら
し
い
追
憶
e 

な
る
も
の
；.を
跟
た
。

「

私
達
は
、
J
,o
'
h
n僵1

め
書
齋
へ
.導
か
れ
て
、
彼
の
：
 

採
集
し
た
抖
葉
押
花
ぎ
^

た

？彼
の
^
は
0 

♦
'な
も
の
，
 

1

せ
た

の
.で
、Jo

h
n

は
私
達
が
迷
惑
を
し
V
い
か
ご 

I'
く
^k::
し

た

.其
處
で
彼
は
/「

衣
裳
.哲
學
し(sart or 

R
e
s
a
r
t
u
s
)

の
有
名
な
文
句
を
®

み

聞

か

せ

た

。
一
夫

ft 

は
、G

e
o
r
g
e

 

F
o
x

に
關
す
る
所
で
あ
つ
た
が
、
皮
次 

夫
れ
を
«
む
間
興
奮
^

セ

聲

を

震

は

せ

，
て

居

た

0 

X

た
。
此
時

|^
を
通
じ
.て
.
«は
、
夫
れ
，が
.出
來

な

い

皮

笤
 

ふ
意
味
に
於
て
、
不
安
で
あ
り
、
不
幸
で
あ
つ
た
。
M 

.れ
は/

彼
が
西
印
度
ょ
り
歸
_
す
迄
繼
緻
し
た
。彼
は
、 

B
hl
i
度
に
於
て
忍
耐
し
、
' 辛
抱
し
、
熱
心
に
f

、
又 

;眞
而
目
-e
あ
つ
た
が
、
夫
れ
に
報
い
ら
れ
る
所
は
充
分 

で
ぁ
つ
た
の
で
め

る

。

即
ち
彼
は
、
行
爲
の
_
全
な
る 

M
則
を
打
建
て
、
之
を
宣
傳
す
る
方
が
、
自
己
の
利
用 

「

法
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
ヒ
覺
.つ
た
。
夫
れ
以
來
彼
は
、
 

平
靜
ど
な
り
"
滿
足
を
得
て
居
る
の
で
あ
る
。
彼
の
著 

作
は
、
總
て
の
人
の
價
値
を
僧
す
底
の
も
の
で
あ
る
け 

れ
v

%
彼
の
會
話
に
劣
る
所
が
あ
る
。
元
來
彼
は
、
會 

:話
の
中
1:
彼
の
最
善
の
M
想
を
注
入
し
、
以
て
其
思
想 

を
他
人
に
會
得
さ
せ
る
ど
云
ふ
稀
有
の
力
を
有
つ
て
罟 

る

」
€
9

..
最
後
にF

o
x

夫
人V」

John 

M
i
U

 

S
の
話
は
、
華 

蕾
敎
の
精
神
に
反
對
し
、
之
を
亡
ぼ
す
も
の
S
し
て
の 

宗
派
の
精
神
に
及
ん
だ
。
此
撒
に
於
て
ク
テ

ー

カ

ー

敎

第
十
七
盤(

八
〇
七〕

雜

錄

1  
§



鄉
十
七
卷(

八c

八〕

雜
.：
錄

力
m

•
フ
ナ
少

-
は
與
段
本
的
特
性
^
、
他
の
.宗
派
ょ
ヶ
も
其
恐
飞
が 

少

な

い

。

併
し
ク
;-
丨
力
：丨
敎
に
限
ら
中

總
て
の
宗
派 

r
-於
け
る
制
限
さ
れ
た
精s(esprits‘

^

の
#
挫 

ビ
相
違
さ
が
、
其

1

致
に
膀

る

こ

で

ば

？

勿
論
で
あ

ら 

ぅ
。
是
れ
が
、
所
謂
宗
派
の
糈
神
で
ぁ
る
:̂
。

^

^

,

;

pp. 95-ICO) 

一

r
F
O
X
.
:

女
史
の
日
記
に
.は
、
五
月
二
十
日
> 
一
不
一
日

| 

及
び
ニ
ナ
一 一，.

I 

0
の
.0
記
が
将
略さ
れ

、

一
一
十

|

一
日
の日
一
 

SL
は
，

に
關
說
せ
す
、1

一
十
四
日
：
乃
M :
ニ
十
七

日 

;

の
口
記
は
、y

p
f

 u

於
け
る
も
の
で
ぁ
る
o
斯
く
て 

二
十
八
日
女
史
は
"
弭
び
偷
敦
へ
立
房
つ
た
0
で
ぁ
る
0
;!
: 

此
日.Finbbury

に
於
て
女
史
は
、Calvert

醫
師
に
出 

遭
つ
拎
の
で
、
連
立
つ
て
-

^
客
ロ
を
朿
印
度
會
祉| 

■に
|»
れ
れ
。女
史
等
は
、M

i
l
l

に
案
內
さ
れ
て
來
印
度 

.
食

祉

附

瓛

の

博

物

館

を

，見

：物

し

た

。
夫

れ

ょ

り

「

同

は

、 

r

タ

の

好

機

^

失

ふ

の

を

恐

れ

て

、
：

the 

Pantheon 

of 

B
r
i
t
i
s
h

c
h
e We

s
t
m
i
n
s
t
e
r

 Abbay 
を

云

釔 

Y
;

出

掛

ク
孟
史
と
n

チ
ユ
ァ
！
ト
•
ミ

少

著

一

離

一

零 

け
た
。
此

處

で

讓

1
は
、
典
咕
あ
る
硏
究
の
對
象
ビ 

し
て
國
民
性
の
相
違
を
論
じ
た
。
即

ちM
i
l
l

に
依
吖

-VtS

、

「

佛
國
人
は
、
種
々
の
國
民
性
を
有
し
て居
る

。
恥

國 

の
偉
人
は
、
何
は
兎
も
あ
れ
、
總
て
本
質
的
に
一
個
の 

佛
國
人
で
あ
る
、
他
方
英
國
人
の
個
性
に
は
、
特
に
英 

國
人
に
典
通
な
著
し
い
資
質
が
な
い
。即
ち
各
人
は
、 

被
自
身
の
途
を
步
み
、
彼
向
身
の
功
績
が
後
に
從
ふ
。
 

然
る
に
佛
國
人
は
、
特
に
ニ
人
の
指
導
者
に
支
配
さ
れ 

る
が
故
に
、若
し
其
指
導
者
が
有
能
な
人
物
で
あ
れ
ば
、

.

..國

.民
V
JHI
ハ
に
何
.察

を

も

成

就

す

る

.

こ
ど
が
出
來
る
:* 

方
英
國
に
於
て
は
、惯
習
ビ
■輿
論
ど
が
支
配
者
で
あ
る
0
 

故
に
多
少
な
b
ど
も
主
義
を
有
す
る
人
物
は
、
英
國
に 

於
て
確
か
に
®
人
か
の
弟
子
を
集
め
ら
れ
る
。
併
し
決 

し
て
普
遍
的
熱
心
を
鼓
吹
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い
。

»

:國
人
は
、
.他
國
人
ょ
6
速
か
に
總
て
の
新
機
軸
を
採
用 

:す
る
け
れ
ダ」
失
れ
.か
*
,國
人
の
獨
創
.で
あ
る
こ
ど
^

跋
だ
.少
な
い
0.
而

し

；
て

佛»
人
は
>
夫
れ
を
充
分
嵇
雜
れ
る
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。

鬼
に
仰
S
逸
人
は
、
今

g 

に
し
て
、
歐
羅
巴
全
體
に
逆
輸
入
す
る
。
斯
く
て
殆
ん

:

最
も
寬
容
な
國
民
で
あ
る
ン
何
故
ど
云
ふ
に
、.，彼
等
の

yし
總
て
の
新
學
説
は
、
怫
_
ょ
6
來
る
の
で
め
る
o
併

社

#'
を
構
成
す
る
は
、
全
く
眞
理
の
進
步
镟
K
の
た
め

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

: 

. 

.

.

L

^
し
夫
れ
が
怫
_
人
化
取
て
I餘
り
深
奧
な
る
間
題
で
に
あ
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
か
ら
で
.あ
る
。
斯
れ
ば
獨 

あ
る
時
に
は
、
彼
等
は
知
ら
ぬ
振
を
す
る
の
で
あ
る
？ 
：
 |

逸
人
は
、
總
て
の
者
を
呼
ぶ
に
、
彼
等
の
半
神
半
人 

:次
に
»
逸
人
に
取
て
>
或
思
想
托
:'
彼
等
の
_思
_
的
眞
.

0:
§

00
*

0

の̂
上
に
漠
然
た
る
方
法
に
依
てV

も
何
等 

理
の
自
錄
に
ー
つ
附
加
：は
る
に
：過
ぎ
な
い
。
即
ち
獨
逸
か
光
明
を
與
へ
レ
.兄
弟
を
以
て
す
：る
の
で
あ
る
ご」
。
 

人
は
へ
夫
れ
を
先
づ
變
见
寸
る
位
に
留
め
て
ヽ
殆
ん
ど(ibid, 

pp. 

103-104)

。
何

等

め

而

倒

を

も

惹

起

せ

^
;
が
故
に
、
彼
等
は
本
質
的j

 

、
次
に
話
は
、
宗
派
の
精
神
や
自
愛
に
.及
ん
だ
が
、
夫 

に
思
辨
的
國
段
で
あ
る
ゾ

他

方

英

國

八

は
:'
,
彼

等

の

本

れ

は

旣

述

の

所

ミ

重

複

す

る

の

で

省

略

し

た

。

論
上
W

際

的

で

あ

又
_彼
等
0

思

辨

的

見

解

を

槪

ね：

翌
五
月I

I

十
九
日
の
日
記
に
依
れ
ば>

 

F
o
x

女

史

「 

-
人
选
の
行
爲
さ
道
德
上
の
本
分
と
に
關
係
さ
せ
る
が
故j

は
、W

.

 

E
.

 

F
o
s
t
e
r

、J
o
h
n

 

M
i
l
l

及
び
彼
の
弟
妹
、

ふ
に
、：；漸
ら
じ
き
眞
理
に
應
病
で
あ
る
フ
何
故
言
云
ふ
に」

K
i
n
g

夫

-A
等
ど
朝
食
を
共
に
し
た
後
、
©
ら
く
談
話 

然
ら
ず
ん
ば
、
英
國
人
は
、
從
來
無
爲
に
生
活
し
た
ミ
に
花
を
哚
か
せ
た
。
此
日
もM

i
l
l

が
、
談
話
の
中
心 

是
認
せ
f

るを

#
ざ
る
か
ち
で
あ
る
。
從
て
新
生
活
人
物
で
あ
つ
た

.
"先
づ
彼
は
、
是
認
の
愛
情(

J
b<J
,
,
e 

(life 

de 

n
o
v
o
)

を
始
め
る
樊
氣
め
る
著
も
、
極

め

て

of approbation)

が
人
事
に
影
響
す
る
事
實
を
以
て
、 

少
な
い
が
、
.併
し
:1
:
|
:
ハ
與
氣
あ
_
る

者

は

：
、

確

か

に

却

ゆ

：ら

:
:

同
情
の
切
.願
に
基
づ
く
ぞ
斷
じ
、
次
の
興
論
の
恐
怖
•か

銷

十

七

卷

(

八

〇

九

)

雜

錄

：
ヵロリン

®

フ
ナ
夕
ク
ス
女
史v

ジ
ョ
ン
，
ス
チ
au
r

l

>

l

ル

笫

五

敏

1
H

七
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卜

：

雜

丨

錄

カ

ロ

ム

ー

フ

才

少

ク

ス

女

史

と

“ソ
ヨ
ン
*ス
チ
ュ
ー
ト
！
、，
少
0
%
0 

ニ
1|八

頗
ゐ
有
用
な
統
率
者
な
る旨
を
論
じ
た
？
又
彼
に
從
へ 

:
;ば
、
:@
々
は
仇
敵
に「

四
方
を
包
圍
さ
れ
っ
、
.生

-1
5
す
て 

ぅ
假
定
の
下
に
、
行
動
す
る
，社
會
の
ヤ
ぅ
に
a
え
れ
ズ

: 

こ
そ
、
總
，て
が
儀
式
張
る
の
で
あ
る
。績
い
てMill 

は
、
IE
し
い
結
論
も
往
々
誤
■
に
侬
て
引
出
さ
れ
る
け
一
 

れ
^

，
：
夫

等

の

結

論

は

、

«

物
の
本
質
上
、
決
し
て
誤
':
.
; 

謬
に
藤
づ
き
得

る
も
の
で
は
な
い
ど論
じ
^

。
話
は
0 

じ
て
古
代
希
臘
人
^
_
る
0:
-«
)

ち

古

代

希

臘

人

に

は

武
 

土
道
が
な
か
っ
た
°
故
に
希
臘
人
は
、
弱
者
を
保
護
し 

な
：力
っ
た
.
勿
論
®
督
觀
は
、:

先

'っ

弱

者

の

保

譴

て

ぅ
 

_
務
を
敎
ベ
た
が
、
希
®
入
の
間
に
於
て
は
、
力
が

名 

聲
ど
信
用
ヒ
に
對
す
る
大
道
.で
あ
っ
た
。
其
處
で
唐 

は
.、
，

高
い
敎
義
を
古
典
的
寄
籍
に
求
め
た
所
、
僅 

か

にT
h
u
c
y
d
i
d
e
s

の
中
に〗

-句
丈
け
見
出
し
た
；
。
I

日
く「

同
蒙

i :
L

„

A >
fe
>
s :
々
4

4

も
遙
か
に
貴
い
こ
ビ
で
あ
る」

ビ
。：.；最

後

に
0
 

H
 

f

I

に
於
け
名
藥
派
根
性
に
就
て
詣
し
た
。

即
ち
此
地
に
於
け
る
保
守
主
義
と
急
進
.主
.義
ど
は
、
:;
遂 

に
都
市
の
城
壁
を
破
壤
ォ
る
が
、
若
く
は
之
を
^
存
す 

石
か
ビ
云
ふ
乙w

に
迄
も
論
#
す
る
に
至
つ
た
が
、
斯 

一:

る
問
題
は
、
英
阈
に
於
て
も
所
謂
«
派
根
性
に
侬
て
屢 

::
:々
取
扱
は
れ
で
居
る
。
併
•
是
れ
は
：、
甚
だ
窮
し
た
殷 

動
*
で
あ
つ
て
、
忠
带
す
る
®
値
が
あ
る
S
論
じ
た
。
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卜
右
は
丑
.月
二
十
九
日
の
，H
.記
に
現
は
れ
た
所
で
あ
る 

j.

へ
か
、
以
ド
數
H

の
日
記
は
：、原
本
に
翁
略
さ
れ
てS
る
。

飛
ん
で
六
月
三
日
の
日
記
を
見
る
に
、
此
日
の
夕
刻
女 

:史
等
拟
ノ John Mill

を
誘
ふ
て
、Carlyle

夫
人
や
、

一
0
ぼ
を
^
夫
妻
を
^

し
た
ビ
云
ふ
丈
け
で
、
何
も

MiH 

に
關
す
る
記
述
が
な
いoニbid.; 

pp. 

I06-I07)
■:
, Fo

x
女

史
の

：：：：

記

は

、

六

月

十

二

日

迄

苒

び

原

本

に
 

.
W略
さ
れ
て
あ
る
。
十
三
口
の
日
記
に
依
れ
ば
、
.女
史 

.
一
行
は
、Mi

 11
等 
€ 
共
にExeter H

a
l
l

に
開
%:
さ
、

 ̂

.奴
刺
賣
貢
罪
1
樹
說
會(

t
-&
*
-n
>
A
I
?
t

〗

t
s
l
a
s
r
y 

M
e
e
t

-a
'
i

:

吃

ミ

れ

表

^
.す通̂

i
M
U

U.

出
席
し
た
。
出
演
者
は、Prince Consort/ Albert, 

FoweU ?uxton, 

Danielononnell. 

Sir 

Robart 

..̂
^
H
J 

Sir Thomas.

' 

ACIand” 

Gs.
z
o
t,ぃ
 Northampton, 

w 

伯
等
で
あ
つ
ft
。
女
史
は
、Guizot 

が
演
敏
に
現
は
れ
•だ
：時
に
、
彼
の
顏
が»
てJohn 

Mill

の
言
っ
た「

凡
ゆ
る
®
國
の
偉
人
は
、
先
づ
本
質 

的
に
佛
國
人
で
あ
る」

て
ぅ
言
葉
^
說

11
)1す
る
の
に
興 

:味
を
«
え
た
ど
云
ふ
o
要
す
る
に
此
日
の
日
記
は
、
其 

他
0
出
演
者
の
態
度
等
を
叙
し
た
に
留'爻
る
。(ibid, 

pp. 

107-108〕

:

,V

以
上
-̂
て
；F

o
x

 

■女
史
の
偸
敦
'滯
在
中
の
日
記
は
、

.原
本
に
打
切
っ
て
あ
る
o
原
本
.は
直
ち
に
七
月
十
七
日 

附

のa
i
fton.

に
於
げ
るn

l
g
€

な
っ
て
、
其
間
約
一 

ヶ
.月
省
略
さ
れ
て
あ
る
;>
七
月
ニ
：十

日

，|
-
.爸

1
5
0
1
1
. 

e
r
o
k
e
r

が
、
女
史
を
訪
れ
て
，雜
_
の
末
、
話
はMill 

に
及
ん
だ
。
即
ち
女
史
は
日
記
に
.左
の
如
く
記
し
て
吾

第
十
七
卷(

八
ニ)

雜

錄

i

f

i
が
宗
敎
的
見
解
を
吐
露
.し
れ
の
は
、
耳
新
ら
‘ 

し
い
事
で
あ
る
。
何
故
S
云
ふ
に
數
非
前
ま
で
彼
は
、 

父

.James 

M
I

の
.
敎

へ

：
た

誤
！！

を

其

儘

遵

舉

し

て

、 

全
然
宗
敎
に
反
對
す
る
偏
屈
漢
.で
あ
つ
た
か
ら
で
あ

.

 

る
o J. 

Sterling

す
ら
、M

i
l
l

は
從
來
決
し
て
今
口
の 

如
く
で
は
な
か
つ
た
ど
考
.へ
て
居
る
程
で
め
る」
ミ
。

llblp, 

pp. 

1
1
1-112〕

，.右
の
詛
述
丈
け
，で
は
，何
を
意
味
す
る

か
不
|]
1-!な
る 

も
、
私S

考
へ
る
所
で
は
、Fo

x

女
史
が
、C

r
o
k
e
r

に 

女
史
、ビ

M
i
l
l

ど
の
久
し
き
#
見
の
模
糠
を
語
つ
て
、 

.Miii

が
屢
々
ク
ュ
ー
ヵ
ー
敎
の
美
^
等
を
推
賞
し
た
事 

實
を
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
兩
潰
は
、

M

-;
の
宗
敎
«
の
變
怕
に
驚
い
た
結
果
、
右
の
如
く
女 

:

史
は
、
R
記
に
敍
述
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

八
月
七
日
の
H
記
に
は
、J

e
r
e
m
y
.B
e
n
t
h
a
m

全
集 

を
«
錄
し
て
後
世
有
名
と
«
れ
るSir John B

o
w
r
i
n
g

 

.

が
、
女
史
を
訪
れ
た
e
記
し
て
あ
る
。B

o
w
r
i
n
g

の
談

9フ
1
少
ク
ス
女
史
と
ガ
日
ン*ス
チ
扛
ア|
ト
，ミダ

第
艽
鑛
一
三
九
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雜
錄
チ
ュ
ー
ド
ル
、スチェァ

1
ト
兩
朝
に
於
け
み
工
業
改
艰

一
四0

r
'^
に
、
彼
の
.

M
i
l
l

觀
が
あ
る
。：彼

はMill.

,

を
輕 

.蔑
し
て
、
粗
學
の
變
節
漢
ビ
し
.た
。
即

ち

§
1
1

は 

B
e
n
t
h
a
m

の

信

條

を

拋

棄

し

：
て

、

C
O
I
e
r
i
d
.

の
喟
® 

を
解
說
し
て
居
るo c

olelidge

の
神
秘
論
は
、Bo

w
r
i
n
g

 

.

:

の
到
底
理
解
し
雛
き
所
で
あ
つ
.て
、
其
特
色
も
空
虛
な 

.
雄
辯
の一

大
流
出
に
過
ぎ
な
い
0
夫
れ
に
は
何
の
意
義 

.
も
な
，い。從
て
譲

r
が
近
頃
唱
道
し
て
居
る「

想
像」

 

(
i
m
a
g
F
t
i
s
)

は
、B

o
w
r
i
n
g

 :

を
®
ま
せ
る
こ
€
紗
少

で
な
.い
°
.

_
は
>

»
て
非
■

力
强
い
哲
學
者
で
あ 

っ
れ
が
、
ミ
0

&

|

&-:
を
讀
ん
.で
頭
を
鈍
ら
^
れ
、

:

，
爾
來
詩̂
哲
學
ど
を
結
合
し
や
ぅ
ど
，云
ふ
奇
妙
な
昆
亂 

わ
陷
つ
て
居
る
ど
，
：

Bow
ring

は
餺
倒
し
た
。
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,

P

.
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:

.此
日
迄
が
、

一
八
四
〇
年
の
白
記
中
に
；P
O
ド

女
史 

の
、
^
1
1に
關
し
て
敍
述
し
介
«
て
ぃ
あ
る
0
私
は
、

11
に
ー
‘八
四
ー
年
以
後
の
女
史
の
日
記
を
尋
ね
て
：、
本 

#
を
結
ぶ
.こ
：ビ
ビ
す
，る
'
o

H

乾
蒙r

發
替
^

^

-

-

-

-

フ
夸 _
_

_

_

チ
ユ

ル
"

ス

チ

ュ

ア

ト

兩

朝

に

於

け

る

エ

業

政

策

(

三)

五

旣
に
ダ
ム

高

壽

の
述
べ
た
る
如
く
、
近
世
專
制
君

:
中
國
は
資
本
主
義
的
利
益
即
先
づ
第
一
に
資
本
主
義
的 

エ
業
及
對
外
的
賀
易
の
進
涉
者
€
な
9
補
助
满
^
な
& 

た
る
が 
>
特
に
當
時
の
甚
本
T
;業
た
り
し
毛
織
物
工
業 

マ
に
つ

い
て、.
近
世
英
ri
l
に
於
け
る
最
始
の
對
外
的
大
収 

?
た

る

M
erchant 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

に
ょ
る
賀
易
の 

發
達
ど
共
に
他
の
機
會
に
於
て
略
述
し
た
る
Z
ビ

あ
れ

ば

^
に
は
エ
リ
ザ
、
へ
ス朝
時

代

の

工

業

組

織

ょ

、

述 

V

る
0:

ェ
リ
ザ
.

V

ス
朝
時
代
に
於
け
る
新
經
濟
事
情
の
本
質

は

貨

物

の

生

產

的

職

分

ど

.
分

配

的

職

分

の

分

離

に

在
 

'
る
;
。

大

エ

業

.を

し

て

遠

|^
の
.市

.場

と

膜

觸

せ

し

：
む

_る

に 

必

要

な

る

經

營

能

ヵ

は

益

/>
一 
の
商
人
階
級
に
ょ
り
て 

行
^
れ
、
親
方
エ
匠
は
生
產
の
遂
行
に
の
み
琪
心
す
る. 

こ

さ

V

な
つ

た

。

斯

く

て

工
匠
が
厭

皁
消
费
者
ビ
直
接■ 

相
接
觸
せ
す
し
て
、
由
已
の
商
品
成
は
仕
事
に
對
す
る 

市
場
を
發
a
す
る
に
、
商
人
成
は
ま
接
雁
主
ビ
し
て
の 

.利
介
洛
の
資
不
に
依
龇
す
る
に
到
れ
る 
一W
ど
は
、

エ
リ 

ザ
べ
':
ス
朝
以
後
、

r 

ス
ー
：世
時
代
に
到
る
諸
記
；
 

錄
に
多
さ
、
(!
)
都
市
，工
匠w

其
都
市
郊
外
の
X

E
ど
の 

間
o
⑶
同
-エ
業
に
關
す
る
1
一
個
の
，組
合
の
間
o
'(3
)
同
組
' 

合
内
に
於
け
る
工
業
的
刺
益
：及
，商
業
利
益
を
代
表
す
る 

一一：階

;®
?
の
間
に
於
け
る
a

ベ
■
て

の

紛

_

の

背

後

に

橫

は
 

る
液
本
的
«'
濟
哥
情
.で
，
ぁ
，..

る
.
。
'

-

- 

而
し
て
、H

タ
ザV

ス
：朝
以
後
の
工
業
組
織
の
變
遷 

は
，ロ
ン
'ト
ン
に
於
け
る
大
組
合
を
®
り
て
其
組
織
を
檢 

す

る

を

•
&
當

ビ

す

る
 

ノ
*

に 

C
l
o
t
h
w
o
r
k
e
r
V
C
o
m
p
a
n
v

筇
十
七
盤(

八

3

雜

綿

：

チ
XX
.丨

の
記
録
は
其
當
時
の
代
表
的
組
合
の
組
織
作
用
の
完
全 

;.
な
る
說
明
を
與
へ
る
r°
:

同
，組
合
中
に
て

.
分
^
る
ベ
き
三
個
の
主
た
る
階
級
が
あ 

るo
第
一
は
洗
張X
、
仕
上
工
等
の
親
方
エ
E
よ
り
成
：
 

Ky1

般
に
他
の
組
合
員
R
よ
つ
てM
傭
せ
ら
る
る
も
、

.
斯
る
業
の
な
き
時
は
、
此
ー
ー
か
の
資
金
或
は
徵
用
を
衔
す 

る
も
の
は
織
物
を
購
入
し
、
之
に
手
を
加
へ
て
商
人
に 

賣
却
す
る
こ

VJ

も
あ
るP
第
二
の
階
級
の
も
の
は
、
田 

舍
の
機
業
家

CQ
O
thier)

よ
K

未
成
品
の
織
物
を
買 

入
れ
冼
張

H

、
仕
上
エ
等
を
腐
ひ
て
之
を
仕
上
げ
、
之 

を
輸
出
商
人
に
賣
却
す
る
を

«
業«
す
るMerchant  

em
ployer

で
あ
る
。
第
三
は
之
等
、
旣
製
の
織
物
を
輸 

:出
に
向
く
る
商
人
で
あ
る
。

右
の
三
階
級
を
以
て
同
組
合
全
員
を
盡
し
た
る
も
の 

に
列
す
.

他
に
多
く
の
小
賣
商
も
存
社
す
る
も
之
は
®

:<
措
き
以
上
の

一

一
ー
階
級
が
如
何
な
る
利
«
關
係
に
立
つ 

か
を
見
た
い£
.

思
ふ
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